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生涯学習センター生涯学習相談員兼公民館職員向け研修【事後補完版】 
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1  13:30-14:00 コンセプト解説 

1.1 生涯学習相談とは来訪者の自己決定を支援する活動である 

1.2 相談員は、来訪者とともに主体性を獲得する 

みんなが知っているのに、誰も知らないこと＝主体性の尊重と主体性の伸長 

1.3 公民館職員の日常は、相談員としての活動を含んでいる 

1.4 ボルボのセールス：相手のライフスタイルを推察する 

1.5 カン・コツの見える化と伝承 

後述のクドバスによって指導員の分解された必要能力を構造化できれば、目標設定型の効率的な

指導員研修が実施できる。しかし、ベテランの「暗黙知」（カン・コツ）を伝承するための「暗黙

知可視化」に関わる教材や教育プログラムの開発については、異なる手法が必要である。 

参考 西村美東士ホームページ http://mito3.jp/h26anmokuchi_tebikisyo.pdf 

「キャリア教育のための暗黙知教材の開発」平成 26年度選定放送大学教育振興会助成研究 

 

外車販売におけるお客様への車両説明および試乗の勧誘

30分（実際は、ローン見積書作成や次回試乗日のアポ取りなどを含めて

90分）

①お客様やご家族の暮らしぶりを把握し、それに適合した車の特徴や利用

法を提示する。

②暮らしぶりの把握は、尋問のようにならないように、最適のタイミング

のときに尋ねる。

③お客様が本車利用時のイメージを想像しているときは、話しかけたりせ

ず、尊重して見守る。

④販売側の勝手な商品説明を先行させない。お客様のニーズや暮らしに対

応して車両説明をしていく。

⑤お客様が生産中止のものを希望しても、無いものは仕方ない。希望する

色などは、特注するより、現在の色のポリシーを説明して、希望自体の変

化を促す。

⑥お客様の質問内容によって、詳しく回答するタイミングでないと判断し

たときは、簡単に回答しておく。

⑦お客様との信頼関係ができたと判断できるときには、それまでより立ち

入ったアドバイスをする。

カタログ（車種別・アクセサリー・ローンの説明用資料)、アンケート用

紙、手帳。指輪などの車両を傷つける恐れのあるアクセサリーは外してお

く。

【概要】お客様が高価な買い物をするにあたって、ローン負担以上の価値

のある暮らしができることをイメージできるよう車両の特徴を説明し、ご

家族と一緒に試乗するよう意思決定を促す。

【重点】お客様は、商品情報や評価については、ネットで熟知しているこ

とが多い。来店されるお客様にとっては、一般的な商品情報より、本車を

取り入れることが、自己の暮らしの中でどのようなプラスになるのかが、

一番の関心ごとなのである。そのためには、ショップ自体が、販売側とお

客様にとっての「夢のある舞台」でなければならない。

【意義】暮らしの中に本車が存在するときのお客様のイメージをより確か

なものにすることによって、この「舞台」において、本車を前にしてお客

様にとっての夢のあるストーリーをお客様と一緒に作り出す。このこと

に、販売活動の意義と喜びがある。

仕事名

標準時間

業務の概要と意義

特に難しい部分

使用する備品・資料
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 聖徳大学生涯学習研究所「生涯学習研究所だより」NO.2、2016年 6月発行 より 

 

まとめ「お客様にとっては、一般的商品情報より、本車を取り入れることが、自己の暮らしにどの

ようにプラスになるかが関心ごとなのです。そのためには、ショップが、販売者とお客様にとって

の『夢のある舞台』でなければなりません。」 
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2  14:00-15:00 クドバス シミュレーション 

2.1 学習相談において求められる能力 

2.1.1 生涯学習相談員の必要能力 

2.1.2 学習支援グループの必要能力 

2.1.3 千葉市公民館職員の必要能力 

2.1.3.1 窓口 

2.1.3.2 事業 

2.1.3.3 情報相談 

2.2 その後の課題  

必要能力クドバス：必要能力を構造化して、ラダー作成の足がかりとする（上図参照） 

クドバスについては、以下に最新マニュアルが掲載されている。 

技術技能教育研究所 http://ginouken.com http://ginouken.com/CUDBASManualV30.pdf.pdf 

 

ラダーとは、本来後戻りのない能力ラダーを指す。よって、ロジャーハートの「子どもの参画ラ

ダー」に対しては、西村個人としては異議がある。ただし、ラダーの導入が、相談員や職員の階層

化、分断を生み出すものにならないか、議論のあるところだと思われる。 

詳しくは、前掲ホームページ参照。 

 

 

 

森和夫  「看護師の職業生涯とクリニカルラダー」 

http://ginouken.com/KangoShougai.html より 

 

 

http://ginouken.com/
http://ginouken.com/CUDBASManualV30.pdf.pdf
http://ginouken.com/KangoShougai.html
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仕事 能力-1 能力-2 能力-3 能力-4 能力-5
１ １－１Ａ １－２Ａ １－３Ａ １－４Ｂ １－５Ｂ

前向きな態度を示す 人生に対して前向
きな態度がとれる

人権を尊重する態
度がとれる

自分が間違ってい
たら子に謝ること
ができる（BBS）

親自身がうまくい
かないとき、ヒス
テリックでない態
度がとれる

家族旅行をしたと
き楽しい態度がと
れる

２ ２－１Ａ ２－２Ａ ２－３Ａ ２－４Ａ ２－５Ｂ

子の変化を待つ ほっといておくこ
とができる

子のプライバシー
を尊重する態度が
とれる

知っていても知ら
ない態度がとれる

子を信頼すること
ができる

子にとっては家が
わずらわしいこと
を知っている

３ ３－１Ａ ３－２Ａ ３－３Ａ　 ３－４Ｂ ３－５Ｂ　　

子の今の精神状態
を知っている

青年期は不安定な
気持ちでいること
を知っている

青年期の心理的特
徴を知っている

すぐに反抗してく
ることを知ってい
る

子の生活態度を
知っている

３－６Ｂ ３－７Ｂ ３－８Ｂ ３－９Ｂ

親にうそをつくこ
とを知っている

子の友人関係を
知っている

彼（彼女）がいる
のを知っている

望ましい勉強方法
を知っている

４ ４－１Ａ ４－２Ａ　 ４－３Ａ ４－４Ａ ４－５Ａ

子からの相談や話
し合いに応ずるこ
とができる

何に関心があるか
を知っている

じっくり話を聞く
ことができる

わが子に注意がで
きる

子が悪いことをし
たときき然とした
態度がとれる

４－６Ｂ ４－７Ｂ ４－８Ｂ ４－９Ｂ ４－１０Ｂ

子がパニックにお
ちいっているとき
冷静な態度がとれ
る

子が落ち込んでい
るとき上手に励ま
すことができる

家では食事を一緒
にするよう誘うこ
とができる

わが子にあいさつ
ができる

高校生に適した性
教育ができる

４－１１Ｂ ４－１２Ｂ ４－１３Ｂ

子からの進路相談
に応じることがで
きる

現代社会の就職状
況や仕事の内容に
ついて知っている

部活のおっかけが
できる

５ ５－１Ａ ５－２Ｂ ５－３Ｂ

他の関係者と連携す
る

学校の様子を知っ
ている

同じ高校生の子を
持つ親と情報交換
や相談をすること
ができる

学校側と緊密かつ
自立的な連携がで
きる

６ ６－１Ａ ６－２Ｂ ６－３Ｂ

家庭を安らぎの場に
する

家族との会話がで
きる

他愛ないおしゃべ
りができる

励ます時、子が何
を食べたいかを
知っている

７ ７－１Ａ ７－２Ａ ７－３Ａ ７－４Ｂ　 ７－５Ｂ

子と相互に生活を支
え合う

お願いの態度がと
れる

そうじ、片づけを
子にさせることが
できる

食事の仕度、洗た
く、そうじができ
る

高校生に必要な栄
養素について知っ
ている

子にとっての必需
品を買うことがで
きる（買い物）

知識 技能・態度

A：非常に重要で、詳細に知っているか、よくできる必要がある

B：普通であって、一般的に知っているか、普通にできればよい

C：あまり重要でなく、概略を知っているか、体験していればよい

子の実態を理解する

子と意識的に関わる

注１　能力の種別は右のとおりである

注２　能力の重要度は右のとおりである

 

図 CUDBAS必要能力・資質リスト「高校生の子をもつ親」（列・行ともに重要度順） 

2005年 3月西村美東士「クドバスを活用した子育て学習の内容編成」、聖徳大学生涯学習研究所紀要より 
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クドバスの特徴 上掲自著「クドバスを活用した子育て学習の内容編成」より 

 クドバスによって、教育内容項目を具体的な行動目標として能率的に記述し、カリキュラムも

しくは教育計画を立案することができる。 

 森はクドバスでできることとして、次の 13点を例示している。①保有する技術・技能の評価、

②職員の能力におけるウイークポイントの検索、③新規事業の立ち上げ可能性についての能力面

からの検証、④職員の現状把握と経営戦略への立案、教育計画の立案、⑤教育システムの確立、

⑥継続教育マニュアルの作成、⑦ＯＪＴマニュアルの作成、⑧テキスト、教材の開発、⑨管理

職、マネジメント教育のツールとして実施、⑩人事考課への活用、処遇の決定、⑪人事配置・プ

ロジェクト担当チームの編成、⑫問題解決手法への適用、⑬発想法としての応用。 

 クドバスの特徴としては、次の 6点が挙げられている。①「早くできる」、②「手続きがシンプ

ルで簡単である」「あまり多くの教育は必要としない」、③「小集団の意思決定によるものであ

る」、④「第一人者であれば説得力があるものになる」「分析する内容についてよく知る人であれ

ば誰でも参加でき、安直である」、⑤「分析する途中の全てのプロセスが記録に残るため、改訂や

見直しができ、他者への説明にも役立つ」、⑥「応用範囲が広い」。 

4-3 クドバスの進め方の概要 

 進め方としては次の 5つのステップを踏むことになる。これらは、参考文献やホームページな

どで公開されている「マニュアル」を使って、読み上げながら実施することが可能である。 

①職場の熟練者について「何ができるか」、「何を知っているか」、「どんな態度が取れるか」で 1

件につき 1枚のカードに書き出す。②それらのカードを仕事の単位でまとめていく。③水準の順

序で並べ直す。④カードごとの水準を書き入れる。⑤能力資質リスト図に転記する。 

 作業は、その職業について知る人 5～6人程度で行う。各方面からの参加が望ましい。その際の

注意事項は次のとおりである。①メンバーは同等の資格、権限で進めること。②個人への批判や

攻撃はしないこと。③互いに協同して良いリストを作成すること。④固定観念にとらわれず、柔

軟に発想を出すこと。 

 能力カード作成にあたっては、「人格的なものや性格などは除く」とされている。また、他の人

との重複は気にしないで、いろいろな角度から書く。所要時間は 1枚につき 1分程度で、一人 20

枚程度が想定されている。 

 書き込まれたすべてのカードを机の上に置く。同一内容のカードは重ね、類似カードは近くに

置く。重ねたカードは内容を点検し、最も内容を代表するカードを一番上にする。適切なカード

がなければ、新たに書き足す。確認してホチキスでとめる。ただし、少しでも違っていれば独立

させる。 

 次に、これらを見渡して仕事内容でグルーピングする。仕事カードの語尾は「～をする」を使

う。仕事カードごとに能力カードを右横に並べる。並んだ能力カードを重要度の高いものから順

に右へ並べ直す。重要度のランク A、B、Cを決めて記入する。 

 次に縦の配列を行なう。カード群を比較して重要度の高い分類から順に下へ向かって並べる。

「必要能力・資質リスト」は以上で完成である。 

 指導者がいなくてもできること、また、90分程度で作業が完成することが想定されていること

は、学習内容編成者にとっての実用性を保障するものであると同時に、先に述べたような「学習

者参画によるプログラム作成」や「学習者個人の学習目標への自己関与」を可能にする道具とし

ても注目に値すると考える。 

  



8 

 

3  15:15-16:30 事例研究 

3.1 条件設定 

3.1.1 付加条件は任意 

3.2 ワークシート配布 

3.2.1 ケース１ 

「退職したので、何かしたい」 

設定 

◎相談者の属性（案）・・・65歳・男性 

◎テーマ・・・生きがいづくり 

3.2.2 ケース２ 

よいママ友がほしい 

◎相談者の属性（案）・・・母子（30代・女性と子ども 1～2歳） 

◎テーマ・・・子育て支援 

☆「1～2歳位のお子さんを連れた 30代お母さんからのご相談」 

3.2.3 ケース３ 

就職しなくてはと悩んでいる 

◎相談者の属性（案）・・・30歳・男性 

◎テーマ…キャリア支援 

3.3 「ベテラン相談員ならどうするか」などにより幅を広げる 

追加ケース 巻末ワークシート参照 

4  16:30-17:00 まとめ 未知との遭遇 後戻りができない仕事 

4.1 仮説と検証の繰り返し 

4.2 相談は、ともに育つ「共育」 

4.3 カン・コツの見える化と伝承 

 

【最後に】 居場所の意義と「価値の創造」という教育的成果 

次世代の居場所の担い手（社会形成者）を育成する青年教育の空間 

西村美東士「中学生の居場所の条件」（未発表） 
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1 学校や家庭が本来やってほしいことだが満たされていない 

1.1 認めてくれる 

1.1.1 意見を言える 

1.1.2 意見を受け止めてくれる 

1.1.3 否定されない 

1.1.4 注意する 

1.1.5 叱るはいいけど怒るはダメ 

1.2 助けてくれる 

1.2.1 警察から引き取る 

1.3 参加できる 

1.3.1 認められているから行こうとする 

1.4 相談できる 

1.4.1 学習相談 

1.4.2 生きる相談 

1.5 自らを育む 

1.5.1 勉強できる子には学業を教える 

1.5.2 そうでなくても、社会性を身につけさせる 

1.5.3 なるようにしかならないことは知っておく 

1.6 好きなようにできる 

1.6.1 マイルーム 

1.6.2 図書室・保健室 

1.6.3 余計なことを考えなくて良い 

1.7 生活ができる 

1.7.1 トイレがある 

1.7.2 水道がある 

1.7.3 飲食ができる 

 

2 仲間が機能するのだが、 満たされていない 

2.1 いると落ち着く 

2.1.1 心のよりどころになる 

2.2 自分が力になっている 

2.2.1 必要とされている 

2.2.2 自分の仕事がある 

2.3 誰かが待っている 

2.3.1 知っている人がいる 

2.3.2 知らない人がいない 

2.3.3 閉鎖するのか 

2.3.4 空間的占有も固定する 

 

3 今後の研究課題 

3.1 今後の社会の多様な場で、居場所の担い手となる 

3.2 設備・備品・環境 書物、絶景、動植物、音楽 

3.3 原因 最初は一般論でアプローチ 彼らの家庭論、学校論を聴き取る ヒアリングによる状況把握 問わず語

りで若者が語ってくれたこと 

3.4 定義、他の見解、集約 癒しとの異同 学校にも家庭にも居場所がない若者が、 自分自身を大原でどう位置

づけるか 
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問題提起 
✓ 「寄り添う」という言葉には、支援者側の優越意識（「上から下に降りていく」）が隠されてい

る 

✓ かといって、「私も皆さんと同じです」という「ワン・オブ・ゼム」（みんなと同等の一人）で
は、支援の役割は果たせない。 

✓ 「知的水平空間」においては、「知っていることは相手に教える」、「知らないことは相手から教
わる」という相互行為が不可欠である。 

✓ そこに「指導者」「被指導者」の相互性という本質が表われている。 
✓ 余談だが、エセインテリは、知っていることは「知らない」と言い、知らないことは「知って

いる」と言う。この姿を見ると、「知的水平空間」の大らかさや楽しさを味わえない人の惨めさ
を感じざるを得ない。 

 
指導とは何か  

指導者の行為は、課題提示(問いかけ)、紹介(読み上げ)、回答(レスポンス)、指示(ワークの進め
方)が頻繁に行なわれた。そのことによって、役割提供機能(ワーク)、表現支援機能(文章、話し合
い、発表)、受容機能(学生の表現への評価)、課題解決機能(気づきの促進)、揺さぶり機能(固定概
念の打破)を発揮していたと推察できる。 
【論文概要】2日間の「生涯学習概論」の授業で、学生がどのように自己や他者に対する気づきを
得たのか、その変容の過程を解明することによって、学生の自己決定能力を高める授業の構成要素
とその効果を明らかにした。第 1に、ワークショップ型授業によって、即自から対自へ、対自から
対他者へと学生の気づきが促され、対他者から再び対自や即自のより深い気づきへと循環する過程
が明らかになった。第 2は、学生の自己決定能力の到達段階の把握に基づく戦略的な指導内容と授
業構成の必要性が明らかになった。 
西村美東士「ワークショップ型授業の構成要素とその効果－学生の自己決定能力を高める授業方

法」、大学教育学会『大学教育学会誌』22巻 2号、pp.194-202、2000/11/10 
 
援助の展望 
つながり、広がり、深まることによる社会的視野の拡大、個人完結型から社会開放型への転換 
（青少年の居場所づくりにおいても、子育てまちづくりにおいても、そして、生涯学習相談におい
ても） 
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ケース １ 「退職したので、何かしたい」 

２ 「よいママ友がほしい」 

３ 「就職しなくてはと悩んでいる」 

４ 「施設ボランティアをやってみたい」 

５ 「ＰＴＡ役員になってしまったが、いやだ。でも、わが子のこ

とを考えるとやめられない」 

相談者の属性  

テーマ  

 

相談者のライフストーリーの想定 

 

 

 

 

 

相談者の背後の思いの推察 

 

 

 

 

 

ベテランの相談員の対応のポイント 

 

 

 

 

 

以上をもとに、生涯学習相談の心得５箇条をまとめなさい 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 


